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(2)

度
最
後
と
な
り
、
締
め
く
く
り
を

し
っ
か
り
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
然
４
月
よ
り
新
し
い
職

場
に
異
動
と
な
る
職
員
も
い
ま
す
。

こ
れ
は
学
校
、
会
社
、
役
場
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
全
て
人
間
関
係

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
で
す

の
で
、
お
互
い
に
い
い
関
係
を
つ

く
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

組
織
を
作
る
の
は
人
で
あ
り
人

と
人
と
の
よ
り
良
き
関
係
が
、
そ

の
組
織
の
良
し
悪
し
を
決
定
づ
け

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味

で
も
こ
の
時
期
、
別
れ
の
予
感
の

中
で
本
当
の
意
味
で
お
互
い
に
い

い
関
係
を
保
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

鴨
長
明
も
方
丈
記
の
中
で
言
っ

て
い
ま
す
。「
行
く
川
の
流
れ
は
絶

え
ず
し
て
し
か
も
も
と
の
水
に
あ

ら
ず
」
と
。
こ
れ
は
世
の
無
常
を
言

っ
た
と
共
に
、「
だ
か
ら
今
出
合
っ

た
関
係
を
大
切
に
」
と
言
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
。
い
い
別
れ
は
そ
の
後
も
い
い

関
係
が
築
け
る
第
一
歩
で
す
。
別

れ
の
多
い
季
節
に
い
ま
出
合
っ
て

共
に
い
る
人
々
の
か
け
が
え
の
な

さ
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

別
れ
と

出
会
い
と

３
月
の
声
が
聞
け
る
と
卒
業
、
卒

園
、
就
職
等
で
人
々
は
「
別
れ
」
を

体
験
す
る
こ
と
が
多
く
、
何
と
な
く

感
傷
的
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
４
月
か
ら
の
新
し
い
出
発
も

同
時
に
思
え
ば
、
明
る
い
発
展
的
別

れ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
同
級
生
、
同

じ
ク
ラ
ス
と
な
り
、
か
け
が
え
の
な

い
友
人
が
出
来
た
と
し
た
ら
人
生

に
お
け
る
大
き
な
収
穫
で
す
。
そ

う
い
う
私
も
親
友
は
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
で
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
町
長

職
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
か
ど

う
か
遠
く
で
心
配
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
事
で
す
。

き
ざ
な
よ
う
で
す
が
、
人
は
別
れ

を
体
験
す
る
分
だ
け
幅
が
広
が
り
、

人
間
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。
い
や
そ
の
よ
う

に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
。
役
場
内
も
３
月
で
年

Ꭵ
⎀
ӕ
⎽
ᛦ
௹

煉
瓦
窯
の
修
復
工
事
中
に
「
ロ
ス
ト
ル
」（
建
築
用
語
辞
典

よ
り
ロ
ス
ト
ル
と
表
記
）
と
思
わ
れ
る
跡
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
「
ロ
ス
ト
ル
」
跡
を
見
な
が
ら
操
業
当
時
の
様
子

を
吉
村
さ
ん
か
ら
二
度
に
わ
た
り
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
ロ
ス
ト
ル
」
の
跡
と
思
わ
れ
る
の
は
、
四
号
窯

の
底
辺
部
分
で
す
。（
写
真
２
）
お
話
で
は
「
こ
こ
が
煉
瓦

を
焼
く
た
め
に
、
最
初
に
火
を
つ
け
る
所
」「
五
号
窯
と
四

号
窯
の
境
目
に
壁
を
作
り
、
壁
の
下
に
３
つ
の
穴
を
作
る
」

「
壁
の
前
に
、
火
を
つ
け
る
小
さ
な
焚
口
を
作
る
」「
焚
口

の
前
を
掘
り
下
げ
る
」「
掘
り
下
げ
る
の
は
、
作
業
し
や
す

く
す
る
た
め
」
な
ど
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
煉

瓦
積
み
方
法
は
前
掲
載
記
事
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
と
、

よ
り
理
解
し
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。
寒
い
中
、
吉
村
さ

ん
に
は
煉
瓦
窯
に
き
て
い
た
だ
き
、
ま
た
会
場
と
し
て
窯

修
復
工
事
の
現
地
事
務
所
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
吉
村
さ

ん
、
加
藤
さ
ん
、
事
務
所
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

↓

写真１
会場

写真２

↑

ロストル跡

↓

写真３

煉瓦窯内
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（4）

南
赤
塚
小

避
難
訓
練

月

日
に
、
地
震
を
想
定
し
た

１１

３０

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
震

災
の
教
訓
を
生
か
し
、
緊
急
地
震
速

報
や
地
震
の
音
を
放
送
で
流
し
ま
し

た
。
児
童
は
自
分
の
判
断
で
机
の
下

に
も
ぐ
る
、
近
く
の
ド
ア
を
あ
け
る

な
ど
を
行
い
、
担
任
は
児
童
の
安
全

を
確
保
し
な
が
ら
、
校
庭
ま
で
避
難

誘
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町

消
防
団
（
第
三
分
団
）の
放
水
訓
練
を

見
学
し
ま
し
た
。
規
律
あ
る
行
動
を

見
て
、
将
来
、
消
防
団
に
入
り
た
い

と
い
う
児
童
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

～
児
童
の
感
想
～

・
消
防
団
の
放
水
は
か
っ
こ
良
か
っ

た
で
す
。

・
消
防
署
の
人
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
人
た
ち
が
消
防
団
で
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら
消
防
団

に
入
り
た
い
で
す
。

トピックス ～町の話題・投稿～

投
稿

美
し
い
調
理
室

調
理
室
お
掃
除
隊

公
民
館
調
理
室
の
掃
除
を
始
め
て

か
ら

ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

１１

５
名
の
メ
ン
バ
ー
で
月
１
回
の
掃
除

を
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
の
協

力
と
、
そ
し
て
調
理
室
を
利
用
さ
れ

る
皆
さ
ま
の
協
力
で
み
ち
が
え
る
よ

う
に
美
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
綺
麗
な
調
理
室
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
掃
除
は
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て

く
だ
さ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

野
木
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
で

供
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
僑
講
習
会

月

日
、
野
木
小
学
校
家
庭
教

１２

１８

育
学
級
で
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の

調
理
実
習
を
し
、「
鶏
肉
の
赤
ワ
イ
ン

煮
」
や
「
い
ち
ご
の
ド
ー
ム
ケ
ー
キ
」

な
ど
を
保
護
者
の
方
々
と
作
り
ま
し

た
。
試
食
会
で
は
、
子
ど
も
達
と
も

一
緒
に
楽
し
く
お
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
今
後
も
食
育
な
ど
を
実

習
を
と
お
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
夏
に
は
食
生
活
改
善
推

進
員
養
成
講
習
会
が
あ
る
の
で
、
多

く
の
方
に
受
け
て
も
ら
っ
て
、
仲
間

が
増
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
会

小
中
合
同
「
キ
ラ
リ
・
ク
リ
ー
ン
活
動
」

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
町
内
全

小
・
中
学
生
合
同
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

活
動
が
、

月

日
に
行
わ
れ
ま
し

１２

１５

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
た
な
か
、
児

童
・
生
徒
約
１
、
８
０
０
名
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
分
か
れ
、
道
路
の
ゴ
ミ

や
公
園
の
落
ち
葉
等
を
集
め
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
学
校
授
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
小
・
中
学

生
の
交
流
や
地
域
の
方
々
と
の
協
働

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ

い
な
野
木
町
に
し
て
い
く
た
め
、
今

後
も
環
境
美
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

清掃活動の様子

クリーン活動の様子
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■
こ
こ
か
ら
抜
き
出
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
助
成
対
象
と
な
る
の
は
保
険
診
療

分
で
す
。
予
防
注
射
・
薬
の
容
器
代
・

文
書
料
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

・
高
額
療
養
費
及
び
附
加
給
付
に
該

当
し
た
と
き
は
、
申
請
の
際
に
当
該

支
給
決
定
通
知
書
ま
た
は
そ
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
４
月
か
ら
こ
ど
も
医
療
費

２５助
成
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
す
外

問
住
民
課

撒
（

）
４
１
４
１

５７

４
月
か
ら
助
成
対
象
を

歳
ま
で

１８

に
拡
大
し
、
さ
ら
に
３
歳
以
上
小
学

６
年
生
ま
で
の
お
子
様
の
小
山
地
区

の
現
物
給
付
（
※
１
）
が
始
ま
り
ま
す
。

広報の̨

ထẦỤỉấჷỤẶ

助成内容と申請手続き年齢区分

（現行どおり変更ありません）

・県内の医療機関等で受診した場合→現物給付（※１）

・県外の医療機関等で受診した場合→償還払い（※２）

・入院時の食事代→償還払い（※２）

◎申請手続きは不要です。

今までの「こども医療費受給資格者証」を引き続き使用してください。

３歳未満

・小山地区（野木町・小山市・下野市・上三川町（上三川町の

歯科を除く））の医療機関等で受診した場合→現物給付（※１）

・小山地区以外の医療機関等で受診した場合→償還払い（※２）

・入院時の食事代→償還払い（※２）

◎申請手続きは不要です。

３月末にオレンジ色の「こども医療費受給資格者証」を送ります。

３歳以上～小学生まで

（１２歳に達する日以降の

最初の３月３１日までの方）

すべて償還払い（※２）
◎平成９年４月２日以降に生まれた方は、申請手続き
は不要です。

３月末にむらさき色の「こども医療費受給資格者証」を送ります。
◎平成７年４月２日～平成９年４月１日生まれの方は、
事前の申請手続きが必要です。
（Ｈ２５年４月１日からの医療費が助成対象です。）

事前の申請手続きが必要な方には「こども医療費受給資格登
録申請書」を送付します。必要事項を記入のうえ、お子様の
健康保険証の写しを添えて役場住民課に提出してください。

３月末にむらさき色の「こども医療費受給資格者証」を送ります。

中学生～１８歳まで

（１８歳に達する日以降の

最初の３月３１日までの方）

※婚姻により成年とみな

された方は対象外です。

（※１）現物給付とは、受診の際に町から発行される「こども医療費受給資格者証」を提示
すれば、保険診療分の自己負担なく受診できる助成方法です。

（※２）償還払いとは、医療機関等の窓口でお支払いをした際の領収書と助成申請書を役
場に提出して、後日口座振り込みでお支払いする助成方法です。

2013

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
貸
館
の

町
内
優
先
受
付
登
録
案
内

問
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル（
野
木
町
文
化
会
館
）

撒（

）
２
０
０
０

５７

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
町
民
の
文
化

芸
術
活
動
や
交
流
活
動
の
よ
り
一
層
の
発

展
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
の
貸
館
受
付

よ
り
町
内
優
先
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

利
用
す
る
際
は
町
内
団
体（
個
人
）登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
の
条
件

野
木
町
内
に
住
所
を
有
す
る
団
体

お
よ
び
個
人

登
録
に
必
要
な
も
の

住
所
、
氏
名
等
が
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

等
）
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
名
刺
だ
け
で
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

※
登
録
申
請
書
は
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
窓

口
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
３
年
ぶ
り
に
ヨ
シ
焼
き
再
開
～

問
政
策
課

撒
（

）
４
１
０
１

５７

国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
に
て
国
と
渡
良
瀬
遊
水
地
に
隣

接
す
る
自
治
体
に
よ
り
ヨ
シ
焼
き
再

開
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

放
射
性
物
質
の
飛
散
な
ど
専
門
家

の
見
解
を
踏
ま
え
、今
年
の
ヨ
シ
焼

き
を
再
開
す
る
判
断
を
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
や
利
根
川

上
流
河
川
事
務
所
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成

年
度
生
活
習
慣
病
健
診
の

２５

申
し
込
み
受
付

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

健
診
を
受
診
し
、
健
康
管
理
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
か
ら
変
更

に
な
る
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
変

更
点
を
ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

変
更
点

①
生
活
習
慣
病
健
診
の
対
象
者
に

「
受
診
案
内
ハ
ガ
キ
」
を
送
り
ま
す
。

・
健
診
は
年
齢
や
性
別
、
今
ま
で
の

受
診
状
況
や
結
果
に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
項
目
が
お
一
人
ず
つ
異
な

る
た
め
、
受
診
案
内
ハ
ガ
キ
で
健

診
項
目
等
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

（
５
月
発
送
予
定
）

・
健
診
当
日
は
「
受
診
案
内
ハ
ガ
キ
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（

年
度

２５

中
は
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。）

②
生
活
習
慣
病
健
診
の
実
施
は
「
６

月
か
ら
１
月
ま
で
」
と
な
り
ま
す
。

③
集
団
健
診
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

日
程
が
変
わ
り
ま
す
。

・
集
団
健
診
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、

実
施
す
る
日
と
、
実
施
し
な
い
日

が
あ
り
ま
す
。（
表
２
）
の
◎
が
つ

い
て
い
る
日
が
実
施
日
で
す
。

（表１）２５年度健診対象者・内容・料金

料 金内 容 な ど対 象種 別

３０～３９歳…１，０００円

生活保護対象者…無料

★問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・

診察（特定健診に関連した内容）・血圧・血

液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血・腎機能

検査）・尿（尿糖・尿蛋白）・眼底検査（個別

は除く）・心電図検査

（注１）野木町国保、後期高齢者医療の人

間ドック助成を利用する方は、特定健診、

後期高齢者健診の対象外となります。

産30～39歳(S4９.4.1～S5９.3.31生ま

れ)で町内に住所がある方

※社保本人除く

産30歳以上(S5９.3.31以前生まれ)の

生活保護対象者

基 本

健 診

４０～６９歳…５００円

７０歳以上…無料

40～74歳(S1４.4.1～S4９.3.31生まれ)

の野木町国民健康保険の方（注１）

特 定

健 診

無料後期高齢者医療該当者
後期高齢者

健 診

５００円★バリウムによる胃レントゲン撮影

30歳以上(S5９.3.31以前生まれ)の

町内に住所がある方

胃 が ん

検 診

３００円★便潜血反応検査（２日法）
大腸がん

検 診

Ｘ線…２００円

X線＋喀痰…７００円

★胸部レントゲン撮影

★喀痰細胞診

肺 が ん

検 診

５００円★乳房レントゲン撮影と超音波検査
30歳以上(S5９.3.31以前生まれ)の町

内に住所がある女性

乳 が ん

検 診

５００円

★細胞診とＨＰＶ検査
【注意】H２４年度にHPV併用検診を受診し、次
回受診年度が３年後（H２７年度）となった
方は、対象となりません。受診案内ハガ
キの受診できる項目に子宮がん検診の掲
載がない方は、対象外となります。

20歳以上(H６.3.31以前生まれ)の町内

に住所がある女性

※H２４年度のHPV併用検診結果で次

回受診年度が３年後の方は対象外

子宮がん

検 診

３００円★血液検査（ＰＳＡ値測定）
50歳以上(S3９.3.31以前生まれ)の

町内に住所がある男性

前立腺がん

検 診

Ｂ型検査…100円

Ｃ型検査…400円

★血液検査

（Ｂ型、Ｃ型の肝炎ウイルス検査）

①２５年度中に40歳の方
(S4８.4.1～Ｓ4９.3.31生まれ)
②41歳以上で、肝炎ウイルス検診を
受けたことがない方

肝炎ウイルス

検 診

※町保健センター・医療機関実施を問わず、実施期間内（H２５年６月１日～H２６年１月３１日）に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※受診の際は健康保険証を持ってきてください。
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（表３）【医療保険などの種類・希望の健診項目・申し込み方法・実施期間】

実施期間申し込み方法医療保険などの種類・希望の健診項目

平成２５年６月から

平成２６年１月まで

健康福祉課にお申し込みください。受付開始日：５月２４日（金）

受付後、受診券を発送しますので、受診券がお手元に届き

ましたら、町指定の医療機関にお申し込みください。

・特定健診（野木町国保の方）

・後期高齢者健診

・基本健診（生活保護の方）

直接、指定医療機関にお申し込みください。

※受診案内ハガキを当日医療機関までお持ちください。

（５月発送予定）

・基本健診（３０歳代の方）

・各がん検診（胃がん、大腸がん、

前立腺がん、乳がん、子宮がん）

（表４）【指定医療機関一覧】町内指定医療機関

前
立
腺
が
ん

検

診

大

腸

が

ん

検

診

胃
が
ん
検
診

後
期
高
齢
者

健

診

特

定

健

診

基

本

健

診

電話番号医療機関

産産産産産(57)0770いなば内科クリニック

産産産産産(56)0280岩崎医院

産産産(57)2510菊池クリニック

産産(54)5004さくら診療所

産産産(57)0056鹿野クリニック

産産(57)9811寺内整形外科

産産産産産産(57)1011野木病院

子宮がん・乳がん指定医療機関

乳がん検診子宮がん検診

（小山市内）小山市民病院 ０２８５－２１－３８２３

光南病院 ０２８５－４５－７７１１

光南健診クリニック ０２８５－３２－７１２０

星野胃腸科外科医院 ０２８５－２５－３５３３

（下野市内）小金井中央病院 ０２８５－４４－７０００

（小山市内）樹レディスクリニック ０２８５－２０－５５０５

小山市民病院 ０２８５－２１－３８２３

やまなかレディースクリニック ０２８５－３７－８０２０

（下野市内）木村クリニック ０２８５－４４－８２１１

中央クリニック ０２８５－４０－１１２１

和田マタニティクリニック ０２８５－４０－５５０３

○保健センターでの集団健診の申し込み方法

事前申込制です。町健康福祉課に電話か来所でお申し込みください。
定員（１２０名程度）になり次第、締め切らせていただきます。

○町委託医療機関での個別健診の申し込み方法

健診項目ごとに、申し込み方法が異なります。

（表２）健診日と受付開始日

受 付

開始日

子宮頸がん

実施の有無
健診日

受 付

開始日

子宮頸がん

実施の有無
健診日

８/２３（金）

◎１０/２４（木）

５/１０（金）

◎６/６（木）

×１０/２５（金）×６/７（金）

◎１１/１５（金）×６/８（土）

×１１/１７（日）◎７/２１（日）

×１１/２１（木）×７/２５（木）

◎１２/７（土）×７/２６（金）

×１２/９（月）◎８/１（木）

◎１/１６（木）×８/２０（火）

×１/１７（金）◎９/１（日）

×９/２（月）

×９/３（火）
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平
成

年
度

２５

こ
ど
も
の
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

接
種
に
は
、
集
団
接
種
と
個
別
接

種
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
体
調

と
接
種
間
隔
に
注
意
し
な
が
ら
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

①
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な

ど
で
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

②
当
日
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

③
予
診
票
に
責
任
を
持
っ
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
と
感

じ
た
ら
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
（
麻
し
ん
・
風

し
ん
・
水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く

か
ぜ
な
ど
）
に
か
か
っ
た
場
合
、

症
状
が
落
ち
着
い
て
か
ら
約
１
カ

月
程
度
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
慢
性
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
・
心
疾
患

・
腎
疾
患
な
ど
）
で
治
療
中
の
方

や
け
い
れ
ん
の
既
往
が
あ
る
方
は

主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

集
団
接
種
～
Ｂ
Ｃ
Ｇ
～

対
象
者
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

接
種
日
に
都
合
の
悪
い
方
・
左
表
の

対
象
者
以
外
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢

生
後
直
後
～
生
後

ヶ
月
未
満

１２

※
標
準
は
５
ヶ
月
～
８
ヶ
月
未
満

※
接
種
回
数
１
回

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

受

付

午
後
１
時

分
～
２
時

３０

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※
対
象
年
齢
の
幅
が
あ
ま
り
な
い
の

で
、
接
種
も
れ
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○BCG対象者接種日程

接種日対象者生年月日

(金)６/2１12/31～12/1H2４.

(金)７/１２1/31～1/1H2５.

(金)８/2３2/2８～2/1

(金)９/2７3/31～3/1

(金)１０/１８4/30～4/1

(金)１１/2９5/31～5/1

(金)1２/2０6/30～6/1

(金)1/１０7/31～7/1

(金)２/218/31～8/1

(金)３/2８9/30～9/1

○予防接種の接種間隔

２７日

以上

生ワクチン

ＢＣＧ・ＭＲ混合・ロタ

６日

以上

不活性化ワクチン

４種混合・日本脳炎

・ヒブ・小児用肺炎球菌

※同じ種類のワクチンを何回か接種
する場合は、それぞれ定められた間
隔があるので注意外

い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
税
務
課
撒
（

）
４
１
２
４
・
４
１
４
４

５７

★
全
県
下
一
斉
の
取
組

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、
３
月
～
５
月
を
「
市
町
村

税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間
」
と
し
て
栃
木

県
と
の
協
働
で
、
全
県
下
一
斉
の
徴

収
強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
一
人
ひ
と
り
が
町
を
支
え
る

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。
納

税
し
な
い
人
が
増
え
る
と
生
活
に
必
要
な
様
々
な
事
業
が
行
え
な
く
な
り

ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
の

た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し
押
さ
え
の
た
め

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談
：
町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告
：
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
：
滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査
：
滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分
：
不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立
て
を
行

い
ま
す
。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

市町村税滞納ぼく滅月間２０１３

～あなたの税が未来を拓く～
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個
別
接
種
～
４
種
混
合
・
Ｍ
Ｒ
混
合

（
麻
し
ん

・

風
し
ん
混
合
）
・

日

本
脳
炎
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
～

予
約
は
直
接
医
療
機
関
へ
お
願
い

し
ま
す
。
個
別
接
種
に
は
、
お
子
さ

ん
の
体
調
の
よ
い
日
を
選
ん
で
接
種

を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り

ま
す
。
健
康
状
態
や
間
隔
に
注
意
し

な
が
ら
予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

接
種
日
・
接
種
時
間

各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
保
険
証

料

金
全
額
町
負
担
（
野
木
町
に
住
所
が

あ
る
対
象
年
齢
の
方
）

※
ロ
タ
は
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

お知らせ

○平成２５年度個別接種と対象年齢

◇定期接種

間 隔回数対象年齢予防接種名

２０日～56日3
〔初回接種〕
標準は3カ月～12カ月

生後3カ月以上

7歳6カ月未満

４種混合

ジフテリア
百日せき 混 合
破 傷 風
ポ リ オ

1〔追加接種〕
標準は、初回接種終了後12カ月～18カ月

４週間～８週間3初回免疫

生後２カ月以上５歳未満

ヒブ

※回数は接種開始月齢に
より異なる。

初回免疫終了後

７ヶ月～１３ヶ月
1追加免疫

２７日以上3初回免疫

生後２カ月以上５歳未満

小児用肺炎球菌

※回数は接種開始月齢に
より異なる。

初回免疫終了後

６０日以上

（標準１２月～１５月）

1追加免疫

1１期 生後12カ月～生後24カ月
ＭＲ混合

麻しん
混合

風しん
1２期 小学校入学前の１年間

平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれの方

6日～28日2１期初回 ６月～９０月（７歳６カ月）に至るまでの間
標準的接種期間は３歳 ※２０歳未満まで

日本脳炎

※平成７年４月２日～
平成１９年４月１日生まれ

1１期追加 １期初回終了後おおむね１年後～９０月（７歳６カ月）に至
るまでの間 標準的接種期間は４歳 ※２０歳未満まで

1２期 ９歳～１３歳未満
標準的接種期間は９歳 ※２０歳未満まで

◇任意接種

間 隔助成額助成回数接種回数助成（接種）対象者ワクチン名予防接種名

４週間以上
１回あたり

７,０００円
２回まで

２回生後６週～２４週０日ロタリックス

ロタ

３回生後６週～３２週０日ロタテック

※ロタのワクチンは２種類あり、接種回数及び対象者が異なります。
※一部助成ですので自己負担があります。自己負担額は医療機関にお問い合わせください。
※助成対象外の接種は全額自己負担です。
※１回目の接種は生後２０週０日（ロタリックス）及び２４週０日（ロタテック）まで可能ですが、２種類
とも１４週６日までにはじめることが推奨されています。

（ ）

（ ）

○接種医療機関

電話番号医療機関名

撒（５７）０７７０いなば内科クリニック

撒（５６）０２８０岩崎医院

撒（５７）２５１０菊池クリニック

撒（５４）５００４さくら診療所

撒（５７）００５６鹿野クリニック

撒（５７）９８１１寺内整形外科

撒（５７）10１１野木病院

小山地区医師会（小山市、下野市、上三川
町）加入の医療機関

※ワクチンの種類によっては実施していな
い医療機関があります。
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き
れ
い
な
水
の
た
め
に

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

（
一
社
）栃
木
県
浄
化
槽
協
会

撒
０
２
８（
６
３
３
）
１
６
５
０

浄
化
槽
は
、
台
所
・
ト
イ
レ
・
洗

面
所
・
風
呂
場
な
ど
家
庭
か
ら
出
る

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
放
流
す

る
生
活
排
水
処
理
施
設
で
す
。

管
理
を
適
切
に
行
わ
な
い
と
、
生

活
環
境
を
悪
く
す
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
維
持
管

理
（
保
守
点
検
と
清
掃
）
、
法
定
検

査
が
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
維
持
管
理
の
流
れ
】

①
設
置
後
の
水
質
検
査
（
法
定
検
査
）

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
３
ヶ
月
か

ら
８
ヶ
月
の
間
に（
一
社
）栃
木
県

浄
化
槽
協
会
が
検
査
し
ま
す
。

②
保
守
点
検

機
械
の
点
検
・
調
整
・
補
修
や
消

毒
剤
の
補
給
な
ど
を
定
期
的
に
実

施
し
ま
す
。
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
委

託
し
て
く
だ
さ
い
。
（
業
者
の
連

絡
先
は
町
生
活
環
境
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
）

③
清
掃

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
を
抜

き
取
り
、
各
装
置
や
付
属
機
器
類

の
洗
浄
・
掃
除（
原
則
年
１
回
）を

実
施
し
ま
す
。
町
の
許
可
を
受
け

た
浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

※
許
可
業
者

野
木
衛
生
社

撒（

）
２
２
８
３

５６

カ
ワ
ベ
産
業（
株
）
撒（

）
１
９
８
７

６２

④
法
定
検
査

浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
適
正
か
ど

う
か
確
認
す
る
た
め
に
年
１
回
実

施
し
ま
す
。
県
知
事
の
指
定
し
た

業
者（（
一
社
）栃
木
県
浄
化
槽
協

会
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

※
浄
化
槽
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
町

環
境
課
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
に
伴
う
道
路
の
泥
汚
れ
防
止

問
産
業
課

撒（

）
４
１
５
１

５７

農
機
具
等
で
の
農
作
業
の
際
、
田

や
畑
か
ら
公
道
へ
出
る
前
に
は
、
必

ず
田
や
畑
内
で
泥
を
落
と
し
て
か
ら

走
行
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
路
に
落
ち
た
泥
は
、
交
通
の
妨
げ

と
な
る
場
合
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

や
む
を
得
ず
道
路
を
汚
し
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
清
掃
し
、

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
２

５７

平
成

年
以
降
、
全
国
で
毎
年
３

１０

万
人
以
上
も
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な

る
と
い
う
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
を
ふ
ま
え
、

国
で
は
例
年
も
っ
と
も
自
殺
者
の
多

い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
実
施
し
、
平
成

年
の
自
殺
統
計

２４

（
速
報
値
）
で
は
全
国
で
自
殺
者
が

３
万
人
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
殺
を
防
止
す
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
、
周
囲
に
い
る
皆
さ
ん
が
悩

み
に
気
づ
き
、
早
め
に
専
門
家
に
つ

な
ぎ
、
温
か
く
見
守
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
、
今
か
ら

は
じ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

主
な
相
談
窓
口

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
７
３
）
８
７
８
５

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５
（

）
６
１
９
２

２２

こ
こ
ろ
の
ダ
イ
ヤ
ル

撒
０
２
８（
６
７
３
）
８
３
４
１

（
福
）栃
木
い
の
ち
の
電
話

宇
都
宮
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
４
３
）
７
８
３
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
ら
い

撒
（

）
２
６
７
３

５７

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

こ
ど
も
教
育
課
撒（

）
４
１
３
８

５７

町
で
は
、
環
境
放
射
線
量
な
ど
を

測
定
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
庁
舎
内
掲
示

板
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
2
月
6
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
環
境
放
射
線

量
の
値
は
、

地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

０
・
０
6
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

で
し
た
。

◎
1
月

日
～
2
月
8
日
、
各
小
中

10

学
校
校
庭
で
測
定
し
た
環
境
放
射

線
量
の
値
は
、

最
大
０
・
１
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

最
小
０
・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

で
し
た
。

※
平
常
時
管
理
基
準
は
０
・
２
３
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
で
あ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
健
康
に

影
響
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お知らせ
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野
木
町
お
は
や
し
保
存
会
連
絡
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
７
７

５７

○
使
用
さ
れ
ず
、
眠
っ
て
い
る
太
鼓

を
探
し
て
い
ま
す
鎧

当
連
絡
会
で
は
、
野
木
町
の
郷
土

芸
能
の
保
存
・
継
承
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
夏
に
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
太
鼓
（
お
は
や
し
）
教
室
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
も
多
く
、
夏
だ
け
で
は
な

く
継
続
し
て
練
習
し
た
い
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
意
見
が
多
い
た
め
、
今

年
の
４
月
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
太

鼓
（
お
は
や
し
）
教
室
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
太
鼓
等

の
お
は
や
し
で
使
用
す
る
道
具
を
探

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い

な
い
太
鼓
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
問

い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
教
室
の
お
知
ら
せ

４
月
よ
り
毎
月
１
回
程
度
、
小
学

４
・
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
太

鼓
（
お
は
や
し
）
教
室
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
は
、
学
校
を
通
し

て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

※
７
・
８
月
は
今
ま
で
と
同
様
に
夏

限
定
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）
２
１
３
７

５６

興
新
規
会
員
募
集

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
連
絡
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

３
月
７
日（
木
）

午
後
２
時
～
３
時

分
３０

入
会
資
格

野
木
在
住
、

歳
以
上
、

６０

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

興
刃
物
研
ぎ

最
新
の
刃
物
研
ぎ
機
を
導
入
し
、

町
民
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
ま
す
。

日

時

３
月

日（
金
）

１５

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

場

所

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

料
金
例包

丁
類

２
０
０
円
～

ハ
サ
ミ
類

６
０
０
円
～

鎌
・
ナ
タ
類

３
０
０
円
～

興
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
き
ら
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
館
」

撒（

）
１
２
３
１

２３

姉（

）
１
２
３
２

２３

死kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

興
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

受
講
生
募
集
中
外

昨
年
、
受
講
さ
れ
た
方
を
は
じ
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
興
味

関
心
の
あ
る
方
、
初
め
て
の
方
も
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

３
月
８
日（
金
）

午
後
６
時

分
～
８
時

分

３０

３０

場

所

町
公
民
館
第
１
・
２
研
修
室

講

師

白
鷗
大
学
教
授

結
城

史
隆

氏

参
加
料

無
料

定

員

一
般
町
民

名
程
度

１５

行
政
職
員

名
程
度

１５

き
ら
り
館
利
用
者
協
議
会

員

名
程
度

２０

申

込

先
着
順
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切

興
き
ら
り
館
ト
ー
ク

第
６
回

テ
ー
マ

「
旅
立
ち
の
準
備
に
つ
い
て

～
残
さ
れ
た
家
族
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
～

」

き
ら
り
館
「
会
議
室
」
を
会
場
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
、
特
技
、

表
芸
・
裏
芸
や
マ
イ
ブ
ー
ム
な
ど
自

由
な
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
く
コ

ー
ナ
ー
「
き
ら
り
館
ト
ー
ク
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
身
辺
の
モ
ノ
の
整
理
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
、

遺
言
の
話
、
相
続
の
話
」
な
ど
旅
立

ち
の
準
備
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
お

話
し
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
外

日

時

３
月

日（
土
）

１６

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

ゲ
ス
ト

松
澤

孝
三

さ
ん

参
加
費

無
料

定

員

名
程
度

１５

予
約
不
要

当
日
参
加
大
歓
迎
外

平
成

年
度
か
ら

２５

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
の

申
請
方
法
及
び
補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

変
更
内
容

①
申
請
方
法
が
設
置
後
申
請
か
ら
設

置
前
申
請
に
な
り
ま
す
。

②
補
助
金
額
が
１
鯵
あ
た
り
２
万
円

（
上
限
額
８
万
円
）
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
様
式
等
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
現
在
工
事
等
完
了
し
て
い
る
方
は

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ
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町
職
員
（
保
健
師
）の
募
集

問
総
務
課

撒（

）
４
１
５
８

５７

職
種
・
受
験
資
格

保
健
師
１
名

昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

４７

れ
た
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
方
又
は
、
平
成

年
３
月

２５

３１

日
ま
で
に
保
健
師
の
資
格
を
取
得

す
る
見
込
み
の
方

試
験
日

３
月

日（
土
）

１６

試
験
会
場

野
木
町
役
場

試
験
方
法

論
文
・
面
接
試
験

申
込
受
付

３
月
１
日
～

日
に
町
総
務
課
へ

１２

※
来
庁
の
場
合
、
土
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
、
３
月

日
必
着

１２

採
用
予
定

平
成

年
４
月
１
日

２５

※
募
集
要
項
を
町
総
務
課
で
配
布
し

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

山
火
事
に
ご
用
心
を

問
産
業
課

撒（

）
４
１
５
１

５７

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
山
火
事
予
防
の
た
め
、
次
の
こ

と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
た
き
火
の
あ
と
は
、
完
全
に
消
火
す
る
。

○
タ
バ
コ
の
吸
が
ら
を
投
げ
捨
て
な
い
。

○
強
風
時
や
枯
れ
草
の
あ
る
所
で
は
、
火
を
使
わ
な
い
。

資
源
物
集
団
回
収
へ
の
ご
協
力
を
外

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

不
要
に
な
っ
た
新
聞
紙
・
雑
誌
・

ア
ル
ミ
缶
な
ど
地
域
の
集
団
回
収
に

出
し
て
、
ご
み
の
資
源
化
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
資
源
物
を
集
団
回
収
し

た
団
体
に
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
報
奨
金
は
、
民
間
回
収
業
者
に

売
却
し
た
資
源
物
の
重
量
に
対
し
、

１
茜
当
た
り
６
円
の
金
額
で
す
。交

付
対
象
と
な
る
団
体
の
資
格
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
資
格

①
町
に
資
源
物
集
団
回
収
団
体
と
し

て
登
録
し
て
あ
る
こ
と
。

◎
登
録
方
法
…
町
生
活
環
境
課
に

備
え
付
け
の
届
出
用
紙
を
提
出

す
る
。

※
現
在
登
録
し
て
あ
る
団
体
も
、

毎
年
度
登
録
が
必
要
で
す
。

②
資
源
物
の
回
収
を
自
分
た
ち
の
手

で
実
施
で
き
る
団
体
。

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
。

（
例
）
自
治
会
、
子
供
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

渡
良
瀬
遊
水
地
講
演
会
参
加
者
募
集

問
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

撒
０
３（
５
３
７
８
）５
６
９
１

～
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

「
渡
良
瀬
遊
水
地
」
を
知
ろ
う
外
～

場

所

藤
岡
遊
水
池
会
館

費

用

無
料

主

催

環
境
省
関
東
地
方
環
境
事
務
所

申

込

問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お知らせ

プログラム

講 師内 容日 時回

荒井 邦 氏

（郷土史研究家）

巴波川を取り巻く地域の

変遷について

３月９日（土）

１３：３０～１５：００
１

島田 稔 氏

（渡良瀬遊水地利用組合

連合会長）

渡良瀬遊水地の葦の利用

について

３月１０日（日）

１３：３０～１５：００
２

白井勝二 氏

（渡良瀬遊水地アクリメー

ション振興財団専務理事）

渡良瀬遊水地のレクリエ

ーション利用について

３月１６日（土）

１３：３０～１５：００
３

平成２４年度資源物集団回収実施団体

栗山子供育成会佐川野小学校南赤塚小学校ＰＴＡ

プレシーンキッズ子供会・育成会新橋小学校ＰＴＡ赤小ＰＴＡ本部

松原第一子供会育成会南赤塚小学校アルミ缶回収野木小学校

丸林東上１育成会子ども会丸林西中１子供会育成会友沼小学校ＰＴＡ

中之内育成会社会福祉法人パステル丸林西中４自治会

松原第２子供会育成会丸林東下５子供会育成会野木中学校

御門子供会育成会丸林西中三育成会野木第二中学校

丸林東下２育成会大塚１子供会新橋東３育成会子供会

ハニー野木丸林西中２育成会新橋東２育成会

野木中福祉委員会なの花会北斗自治会

ＮＰＯ法人 明るい社会づくり運動 栃木県東地区 野木協議会
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お
や
ま
地
区
手
話
通
訳
等
養
成
講
習
会

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
２

５７

［
小
山
・
下
野
・
野
木
合
同
開
催
］

申

込

３
月

日（
月
）
ま
で
に

２５

問
い
合
わ
せ
先
へ

花
と
レ
ン
ガ
の
ま
ち

野
木
町
の
人
・
花
・
風
景
作
品
展

問
政
策
課

撒（

）
４
１
０
１

５７

町
で
は
、
役
場
本
館
と
新
館
フ
ロ

ア
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
、
定
期
的
に
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

供
花
と
レ
ン
ガ
の
ま
ち
・
野
木
町
僑

（
町
内
の
風
景
、人
、祭
り
、花
や

煉
瓦
窯
な
ど
に
関
連
の
も
の
）

種
類
・
サ
イ
ズ

①
絵
画

号（

㎝
×

㎝
）以

１０

５３

４５

下
（
額
装
・
吊
り
下
げ
紐
装
着
、

ガ
ラ
ス
不
可
・
ア
ク
リ
ル
可
）

②
写
真

四
つ
切
～
半
切
（
単
写
真

の
み
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
不
可
、

吊
り
下
げ
可
能
状
態
で
の
出
品
）

※
①
②
と
も
５
㎏
超
の
場
合
要
相
談
。

展
示
期
間

６
カ
月
（
１
期
間
１
人
１
作
）

※
応
募
多
数
の
場
合
順
番
制

募
集
期
間

毎
年
３
月
・
９
月

展
示
場
所

役
場
本
・
新
館
フ
ロ
ア

他
（
場
所
指
定
不
可
）

出
品
手
続

募
集
月

日
の
午
前
８
時

分
～

１０

３０

（
土
日
祝
日
の
場
合
翌
日
以
降
最
初
の
平
日
）

電
話
で
申
し
込
み
。
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～

年
度
提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す
～

２5
野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
２

５７

こ
の
補
助
金
は
、
町
民
活
動
を
行

う
団
体
等
が
多
様
な
発
想
に
基
づ
き
、

町
民
意
識
や
地
域
の
実
情
に
即
し
て

自
主
的
、
自
発
的
、
継
続
的
に
行
う

公
共
的
・
公
益
的
活
動
に
対
し
、
町

が
事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

各
種
団
体
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◎
対
象
事
業

町
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
不

特
定
多
数
の
町
民
の
利
益
や
社
会

的
な
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
公

共
的
・
公
益
的
事
業
（
伝
統
文
化
、

文
化
芸
術
、
交
通
安
全
、
防
犯
、

高
齢
者
、
子
育
て
支
援
、
健
康
増

進
、
美
化
活
動
、
エ
コ
活
動
、
生

活
環
境
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興
、

人
材
育
成
な
ど
）

※
応
募
要
項
参
照

※
団
体
の
会
員
を
対
象
と
し
た
事
業

は
、
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◎
対
象
団
体

町
内
で
公
共
的
・
公
益
的
活
動
を

行
う
構
成
員
５
人
以
上
の
団
体

◎
補
助
額

１
年
目
…
補
助
対
象
経
費
の

／
１０

１０

（
上
限

万
円
）

２０

２
年
目
…
補
助
対
象
経
費
の

／
１０

１０

（
上
限

万
円
）

１０

３
年
目
…
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２

（
上
限

万
円
）

１０

※
継
続
補
助
事
業
と
認
め
ら
れ
た
団

体
は
２
年
目
以
降
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

◎
審
査
方
法

書
類
審
査
・
公
開
審
査
会
（
５
月

日（
土
）開
催
、
必
須
）

２５
※
審
査
委
員
会
が
審
査
基
準
に
基
づ

き
審
査
し
ま
す
。

◎
募
集
期
間

４
月

日（
月
）～
５
月

日（
月
）

１５

１３

◎
応
募
方
法

申
請
書
類
を
生
活
環
境
課
へ
直
接

持
参
（
役
場
本
館
１
階
）

※
土
日
祝
祭
日
除
く

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

※
応
募
要
項
、
申
請
書
類
は
、
生
活

環
境
課
、
町
公
民
館
、
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
度
野
木
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

２５

支
援
事
業
補
助
金
制
度
説
明
会

日

時

４
月
6
日
（
土
）
午
前

時
～

１０

場

所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

お知らせ

受講料定 員会 場日 時講座名

１,２００円

（テキスト代）

１０人（抽選）

※手話を段階的に継続し

て学びたい方

小山城南市

民交流セン

ター

４月２０日～１０月１９日

毎週土曜日

１０：００～１２：００

入門講座

全２５回

１,４７０円

（テキスト代）

１０人（事前面接有）

※入門課程又は基礎課程を

修了、もしくは相応の経験者

４月２０日～１２月１４日

毎週土曜日

９：３０～１２：３０

基礎講座

全３１回

実費

１０人（抽選）
※基礎講座修了者、もしく
は相応の経験者（基本・応
用・実践の各課程修了者）

５月１８日～１２月１４日
毎週土曜日
９：３０～１２：３０

（１２回迄）１０：００～１２：００

スキルア

ップ講座

全２８回
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特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
７
８

５７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日

時

３
月

日（
木
）

１４

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

３
月

日（
土
）

１６

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
公
民
館
２
階

第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
８
８

５７

休
日
の
お
昼
を
子
ど
も
と
一
緒
に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
年
９
回
を
計
画

し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
最
終
回
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
９
回
目

日

時

３
月
９
日（
土
）

午
前

時
～
正
午

１０

内

容

「
く
さ
も
ち
」
と

「
く
さ
だ
ん
ご
」

会

場

町
公
民
館

調
理
室

対

象

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
可
）

定

員

名
２０

参
加
費

１
人
１
回
２
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

講

師

オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
会
員

申

込

３
月
１
日
～
６
日
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

国
際
交
流
協
会
の
催
し

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

問
町
国
際
交
流
協
会

川
島

撒
０
９
０（
９
０
１
９
）
９
１
８
５

日

時

３
月
３
日
・

日
・

日

１０

１７

い
ず
れ
も
日
曜
日

午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
在
勤
の
外
国
の
方

受
講
料

無
料

申

込

当
日
直
接
会
場
へ

※
町
国
際
交
流
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
外
国
の
方
に
日
本
語

を
教
え
て
み
た
い
と
い
う
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

第

回
野
木
町
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

３２
問
黒
田
俊
之

撒（

）
１
１
２
１

５４

会

場

町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対

象

町
在
住
在
勤
者
・
町
テ
ニ

ス
連
盟
登
録
ク
ラ
ブ
会
員

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

※
参
加
者
数
に
よ
っ
て
は
リ
ー
グ
戦

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

日

時

４
月
７
日（
日
）

午
前
８
時

分
集
合

３０

※
予
備
日
４
月

日（
日
）

１４

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申

込

３
月

日
～

日
ま
で
に

１８

２９

問
い
合
わ
せ
先
へ

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

日

時

４
月

日（
日
）

２１

午
前
８
時

分
集
合

３０

※
予
備
日
４
月

日（
日
）

２８

参
加
料

２
、
０
０
０
円
／
組

（
当
日
徴
収
）

申

込

４
月
１
日
～

日
ま
で
に

１２

問
い
合
わ
せ
先
へ

※
ボ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
。

生涯学習・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習

広 告



11

問
町
立
図
書
館

撒
（

）
２
８
１
１

５７

お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

３
月
１
日（
金
）

午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
象
：
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

３
月

日
・

日
・

日

１２

１９

２６

火
曜
日

午
前

時
～

時

分

１１

１１

２０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

対
象
：
幼
児

☆
ル
ピ
ナ
ス

３
月

日（
金
）

１５

午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

対
象
：
幼
児

☆
図
書
館
職
員

３
月
９
日（
土
）

午
後
２
時
～
２
時

分
３０

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
♪
お
り
が
み

対
象
：
４
歳
位
か
ら
小
学
生

※
場
所
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
案
内

酸
一
般
書

○
何
者

（
朝
井
リ
ョ
ウ
）小
説

○
冷
血

上
・
下
（
高
村

薫
）
小
説

○
別
れ
る
力
（
伊
集
院
静
）
エ
ッ
セ
イ

○
想
い
の
軌
跡
（
塩
野
七
生
）
エ
ッ
セ
イ

○
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
山
本
覚
馬

（
鈴
木
由
紀
子
）歴
史

○
２
１
０
０
年
の
科
学
ラ
イ
フ

（
ミ
チ
オ
・
カ
ク
）科
学

○
か
ん
た
ん
お
菓
子
（
白
崎
裕
子
）
料
理

酸
児
童
書

○
オ
ム
ラ
イ
ス
・
ヘ
イ
外

（
武
田
美
穂
）絵
本

○
リ
ン
ゴ
の
た
び

（
デ
ボ
ラ
・
ホ
プ
キ
ン
ソ
ン
）
絵
本

○
古
代
エ
ジ
プ
ト
よ
み
が
え
り
の
ヒ
ミ
ツ

（
結
城
昌
子
）芸
術

○
な
で
し
こ
の
誓
い（
上
野
直
彦
）ス
ポ
ー
ツ

○
ね
ず
み
の
オ
ス
カ
ー
と
は
る
の
お
く
り
も
の

（
リ
リ
ア
ン
・
ホ
ー
バ
ン
）
よ
み
も
の

○
金
色
の
髪
の
お
姫
さ
ま

（
岩
波
書
店
）
よ
み
も
の

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
新

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま
す
。

こ
ど
も
映
画
会

ド
ラ
え
も
ん

「
ぼ
く
桃
太
郎
の
な
ん
な
の
さ
」

怪
物
く
ん

「
デ
ー
モ
ン
の
剣
」

日

時

３
月

日（
日
）

２４

午
後
２
時
～
３
時

分
４５

会

場

２
階
ホ
ー
ル

対
象
者

５
歳
以
上

図
書
館
シ
ネ
マ

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
男
た
ち
が
ク
ワ
イ
河

か
ら
東
シ
ナ
海
へ
、
信
念
と
生
命
を

賭
け
た
最
後
の
戦
い
に
挑
む
作
品
を

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

「
戦
場
に
か
け
る
橋
２
」

日

時

３
月

日（
土
）

３０

午
後
２
時
～
３
時

分
４５

会

場

２
階
ホ
ー
ル

貸
出
カ
ー
ド
の
更
新

住
所
や
電
話
番
号
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

春
の
わ
く
わ
く
外
人
形
劇

昔
話
の
人
形
劇
と
ひ
な
ま
つ
り
の

お
歌
を
歌
い
ま
す
♪

日

時

３
月
２
日（
土
）

午
前

時
～

時

１０

１２

プ
ロ
グ
ラ
ム

人
形
劇
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

絵
本
の
読
み
き
か
せ
等

※
当
日
、
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

出

演

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

た
ん
ぽ
ぽ

会

場

２
階
ホ
ー
ル

対
象
者

幼
児
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
事
前
申
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料

広 告

としょかん

と
し
ょ
か
ん
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新

橋

児

童

館

問
撒（

）
９
１
５
５

５７

興
工
作
教
室

ス
ラ
イ
ム
第
三
弾
鎧「
ラ
メ
ラ
メ

ス
ラ
イ
ム
」を
作
ろ
う
外
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
だ
よ
☆

日

時

３
月
４
日（
月
）

下
校
後
～
４
時

分
ま
で

３０

対

象

全
児
童
と
保
護
者
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
も
の
づ
く
り
っ
こ
ク
ラ
ブ

今
回
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
空
気

砲
」
で
す
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
空
気
砲
を
作
ろ
う
外

日

時

３
月
５
日（
火
）

下
校
後
～
４
時

分
ま
で

３０

対

象

全
児
童
と
保
護
者
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
親
子
で
３
Ｂ
体
操

３
つ
の
道
具
（
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
ダ

ー
、
ベ
ル
）
を
使
っ
て
楽
し
い
運
動

を
し
ま
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
と
遊
び

な
が
ら
の
運
動
で
、
終
わ
っ
た
あ
と

は
身
体
が
ほ
ぐ
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
す
よ
外

日

時

３
月
９
日（
土
）

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

１
家
族
５
０
０
円

（
講
師
代
と
し
て
）

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
カ
プ
ラ
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
小
さ
な
木
片

「
カ
プ
ラ
」
魔
法
の
板
カ
プ
ラ
で
遊

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
形
を
作
る
楽
し

さ
…
一
枚
の
板
か
ら
広
が
る
無
限
の

世
界
を
み
な
さ
ん
も
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
☆

日

時

３
月

日（
火
）・

日（
木
）

１２

２１

午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
話
し
ま
し
ょ
外

マ
マ
達
の
ふ
れ
あ
い
タ
ー
イ
ム
外

お
子
さ
ん
を
囲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
マ
マ
友
づ
く
り

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
大
歓
迎
で

す
鎧

日

時

３
月

日（
火
）

１９

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
オ
セ
ロ
大
会

頭
脳
ゲ
ー
ム
外
さ
あ
、勝
者
は
誰

に
な
る
の
か
？
参
加
し
て
く
れ
た
お

友
達
全
員
に
参
加
賞
も
用
意
し
た
よ
。

待
っ
て
る
よ
外

日

時

３
月

日（
木
）

２８

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

小
学
生
以
上
高
校
生
ま
で

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

《
合
同
イ
ベ
ン
ト
》

興
児
童
館
の
つ
ど
い

新
橋
児
童
館
・
あ
か
つ
か
児
童
セ

ン
タ
ー
の
１
年
間
の
活
動
の
様
子
の

発
表
会
を
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
は
両
館
に
掲
示
し
て
あ
る
ポ
ス
タ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

時

３
月

日（
土
）

１６

正
午
～
午
後
３
時

場

所

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

参
加
料

イ
ベ
ン
ト
は
無
料
で
す
が
、

模
擬
店
が
あ
り
ま
す
。

《
ご
連
絡
》

イ
ベ
ン
ト
に
伴
い
、
３
月

日
１６

（
土
）は
左
記
の
よ
う
に
休
館
し
ま
す
。

新
橋
児
童
館

午
後

時

分
～
午
後
５
時

分

１２

３０

３０

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

正
午
～
午
後
３
時
以
外
の
時
間

興
春
の
遠
足

春
の
遠
足
は
、
Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
益

子
へ
行
き
ま
す
。
絵
付
け
体
験
も
し

ま
す
よ
。

日

時

３
月

日（
土
）

２３

対

象

小
学
生
以
上

定

員

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

１６

参
加
料

小
学
生
１
、
５
０
０
円

中
学
生
～
一
般
２
、
０
０
０
円

申

込

３
月

日
ま
で
に
参
加
料

１５

を
添
え
て
児
童
館
・
児
童

セ
ン
タ
ー
へ

※
広
報
の
ぎ
２
月
号
掲
載
済
み
で
す
。

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

こどもひろば

みんな真剣勝負中です外
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あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（

）
１
４
４
０

５4

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

《
お
に
ぎ
り
》
の
お
話
を
し
ま
す
。

心
温
ま
る
物
語
を
親
子
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
最
後
に
お
た
の
し
み
タ

イ
ム
が
あ
り
ま
す
。

日

時

３
月
４
日（
月
）

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

※
今
回
は

分
延
長
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で（
電
話
可
）

興
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み

絵
本
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
で

遊
び
ま
し
ょ
う
。
あ
お
む
し
や
ち
ょ

う
ち
ょ
う
に
変
身
し
て
と
て
も
キ
ュ

ー
ト
に
今
年
度
の
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み
を

締
め
く
く
り
ま
す
。

日

時

３
月

日（
月
）

１１

午
前

時

分
～

時

１０

３０

１１

対

象

０
歳
～
１
歳
６
ヶ
月
の
親
子

参
加
料

無
料

申

込

随
時
受
付
中

興
あ
お
ぞ
ら
幼
児
ク
ラ
ブ

あ
お
ぞ
ら
元
気
な
大
運
動
会
を
や

り
ま
す
よ
。
綱
引
き
あ
り
、
○
○
食

い
競
争
あ
り
の
楽
し
い
１
時
間
。
是

非
皆
さ
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

３
月

日（
火
）

１２

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

３
月
９
日
ま
で
に
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
）

※
雨
天
時
の
連
絡
等
の
た
め
、
必
ず

申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

興
オ
セ
ロ
大
会

白
と
黒
の
対
決
鎧
熱
い
戦
い
を
今

年
も
期
待
し
ま
す
。

日

時

３
月

日（
火
）

２６

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

対

象

小
学
生
以
上

参
加
料

無
料

申

込

３
月
１
日
～
受
付
開
始
。

※
参
加
賞
の
都
合
上
、
３
月

日（
土
）

２３

ま
で
に
必
ず
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
電
話
可
）

興
工
作
教
室

「
円
盤
ゴ
マ
」を
み
ん
な
で
作
っ
て

ま
わ
し
ま
し
ょ
う
。
と
っ
て
も
簡
単

カ
ラ
フ
ル
な
コ
マ
が
で
き
ま
す
よ
。

日

時

３
月

日（
木
）～

日（
金
）

２１

２２

午
後
３
時
～
４
時

分
３０

対

象

全
利
用
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方
に
あ
か

つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こどもひろば

広 告

町の封筒に広告を載せませんか？
問 ○総務課 撒（５７）４１１９
○こども教育課撒（５７）４１８２

長３封筒裏面 枠サイズ縦３㎝×横１０㎝程度、
最大４枠、１色刷り
【有料掲載の場合】単価３円(１枠あたり１枚につき)

数量 町 ５０,０００通
教育委員会 １５,０００通

町と町教育委員会では、公用封筒に掲載する有料広告
または広告入り封筒の寄附を募集しています。

※審査の結果、掲載できないことがあります。
※詳しいことは、お問い合わせください（町ホームページ
でご覧になることもできます）。
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問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

幼児ことばの

教室

撒（５７）４１８９

言語聴覚士
ことばの発育で気

になる事など

幼児ことばの教室

（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時３０分～正午

午後１時から５時

幼児ことば

の 教 室

こども教育課

撒（５７）４１３８
相談員

児童生徒・保護者

の方の悩み、教育

に関する相談

町こども教育課

月～金曜日
（祝日を除く）

午前８時３０分～正午

午後１時から５時

教 育 相 談

あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９（直通）
相談員

不登校に関する相

談

あすなろ教育相談室

（町武道館裏）

月～金曜日

（祝日を除く）

午前９時～正午

午後１時から３時

あ す な ろ

教育相談室

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
社協職員

生活福祉資金等貸

付・福祉サービス利

用援助・日常的金銭

管理サービスについて

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日

午前８時３０分

～午後５時１５分

生活資金・

地 域 福 祉

権利擁護相談

法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
宇都宮市本町４－１５
宇都宮ＮＩビル２階
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

月～金曜日

午前９時～正午

午後１時から４時

法テラス栃木

司法書士会

撒028（６１４）１１２２
司法書士

不動産関係、会社関

連、裁判所手続関連、

成年後見関連の相談、

供託、消費者金融会

社等の借金整理

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
小山市城東1丁目6番36号
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
午前１０時～午後３時
【電話相談】
毎週土曜日
午前１０時～午後３時

栃木県司法書士会

総合相談センター

小山労政事務所

撒0285（22）4032
産業カウンセラー

職場でストレスやメ
ンタルヘルス不調を
抱えている方、その
ご家族や上司・同僚
の方からの相談

小山労政事務所
小山市犬塚３－１－１
県庁小山庁舎３階

毎月第４金曜日
午後１時３０分～

午後４時３０分

働く人のメンタル

ヘルス相談

行政書士会

撒028(635)1411
行政書士

成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可

電話相談

撒０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後５時

行政書士電話

相談センター

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐待、
障がい者に対する差
別や偏見などの相談

電話相談

撒０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

み ん な の

人権１１０番

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談

撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日

午前８時３０分

～午後５時１５分

女性の人権

ホットライン

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

電話相談

撒0120（007）110

（全国共通）

平日

午前８時３０分

～午後５時１５分

子ども人権

１１０番

栃木いのちの
電話事務局

撒028（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談

撒０１２０（７３８）５５６

毎月１０日午前８時

～１１日午前８時

フリーダイヤル
「自殺予防
いのちの電話」

一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
撒028(612)0021

相談員
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
２４時間いつでも

よりそい

ホットライン

（社）日本産業カ

ウンセラー協会

撒03(5408)8651

相談員

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

インターネットでの相談

http://kokoro.mhlw.go.jp/
２４時間いつでもこころの耳

町消費生活センター

撒(23)１３３３
相談員

契約や取引に関する
消費者トラブル

町産業課内

消費生活センター

平日
午前９時～１２時
午後１時～４時

消費生活相談

※年末年始・お盆などは、お休みの場合もありますので、事前に各問い合わせ先へご確認ください。
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問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

新橋児童館

撒（５７）９１５５
子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館

３月４日（月）

午前１０時～正午
子育てサロン

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００

民生児童委員

保護司

人権擁護委員

日頃の悩みなど日

常生活について

町老人福祉センター

（ホープ館）

３月６日（水）

午前１０時～正午
心配ごと相談

あかつか児童センター

撒（５４）１４４０
センター職員子育てについてあかつか児童センター

３月１１日（月）

２５日（月）

午前１０時～正午

子育てサロン

生活環境課

撒（５７）４１３２

人権擁護委員

行政相談委員

人権侵害の悩み、

毎日の暮らしの中

で役所などが行っ

ている仕事に対す

る疑問や相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

３月１３日（水）

午前９時～正午

人権・行政

合 同 相 談

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
保健師

健康管理や健康指

導について

町老人福祉センター

（ホープ館）

３月１９日（火）

午前９時３０分

～１１時３０分

健 康 相 談

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
弁護士

財産・扶養・土地・

金銭貸借・賠償・

離婚などの問題に

関する相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

３月２１日（木）

午前１０時～正午

（要事前予約）

法 律

（ 弁 護 士 ）

相 談

住民課
撒（５７）４１２７

行政書士

相続や遺言、農地転
用、開発行為など、
役所に提出する書類
や手続に関すること
・予約制
・随時受付先着４名

町老人福祉センター

（ホープ館）

３月２７日（水）

午前１０時～正午

行 政 書 士

専 門 相 談

野木町地域包括

支援センター

撒（５７）２４００

保健師

社会福祉士

介護支援専門員

高齢者についての

介護相談・総合的

な相談

友沼５８４０－１

町老人福祉センター

（ホープ館）隣

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時１５分

（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括

支援センター

ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４

グランツブリーゼ

月～土曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分

ライフサポート

センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
午前１０時
～午後５時００分

み ら い

健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて
町保健センター毎週水曜日

（受付）午前９時３０分～１１時
健康・育児
相 談

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

コーディネーター
ボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援 セン ター
（きらり館）

火～日曜日

午前９時～午後６時

ボランティア

相 談

健康福祉課
撒（５７）４１９６町職員

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町保健センター
電話相談
（平日）（５７）４１９６
(休日・夜間)
０９０（３２４６）２２６０

（来所）月～金曜日
（祝日を除く）
午前８時３０分

～午後５時１５分
（電話）随時

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

相談コーナー
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古
河
市

算
日
本
一
の
花
桃
の
里

古
河
桃
ま
つ
り

期

間

３
月

日
（
水
・
祝
）

２０
～
４
月
７
日
（
日
）

場

所

古
河
総
合
公
園

（
古
河
市
鴻
巣
３
９
９
‐
１
）

※
期
間
中
は
古
河
駅
西
口
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
運
行
（
有
料
）

※
開
催
情
報
な
ど
、
詳
細
は
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

『
こ
が
ナ
ビh

ttp
://w
w
w
.ko
g
akan
ko
.jp
/

』

問
古
河
市
観
光
協
会

撒
（

）
１
８
１
１

９１

加
須
市

算
加
須
市
内
２
つ
の
道
の
駅
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
元
の
お
米
を
は

じ
め
地
域
特
産
新
鮮

野
菜
お
よ
び
自
慢
の

手
打
ち
そ
ば
、
お
す

す
め
グ
ル
メ
等
数
多

く
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
道
の
駅
き
た
か
わ
べ
「
物
産
販
売
施
設
」

（
い
な
穂
）
撒
０
２
８
０（

）
５
５
５
５

６２

道
の
駅
童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね
「
農
業

創
生
セ
ン
タ
ー
」

撒
０
４
８
０（

）
２
１
１
１

７２

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

ゆ～らんど（野木町健康センター） お知らせ

★ゆ～らんどでは 毎週土曜日に農産物直売

毎週日曜日に菓子パンなどの販売をしております。

出品者の募集も行っていますのでお問い合わせください。

★“平日木・金曜日”多目的ホールを子供たちの遊具を設置した親子室として無料開放しております。

※ゆ～らんどに入館する際に別途入場料が必要になります。

★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、午後１時～２時まで）

★荒井出張鍼灸治療院‘荒井拓郎’氏による手技療法治療を実施します。（毎週水曜日）

★３月のお風呂 温泉…（男女露天風呂）２３（土）・２４（日）《西那須野温泉大鷹の湯》

バラ風呂…（男女露天風呂）９（土）・１０（日）

★開館時間午前10時～午後８時 酒類の持ち込み禁止

○都合により、変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所 野木町南赤塚１５１４

電話 ０２８０－５７－０７５５

指定管理者 宮ビルサービス（株）

休館日 火曜日



(5)

「
町
長
を
囲
む
会
」

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

１
月

日
、
野
木
町
女
団
連
恒
例

２２

の
研
修
会
「
町
長
を
囲
む
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
女
団
連
が
発
足
以
来
提
言

し
て
き
た
「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
」
が
実
現
し
、
町
長
と
共
に
喜
び

合
い
ま
し
た
。

今
後
は
「
町
制

周
年
」
を
新
た

５０

な
一
歩
と
し
て
、
女
性
の
立
場
か
ら

「
温
か
さ
、
や
さ
し
さ
の
あ
る
野
木

町
」
を
意
識
し
た
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
功
労
者

及
び
功
労
団
体
受
賞

１
月

日
に
行
わ
れ
た
、
第
４
回

１０

栃
木
県
交
通
・
生
活
安
全
安
心
県
民

大
会
に
お
い
て
、
個
人
・
団
体
と
も

に
多
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
等
で
多

大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
栃
木
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

個
人

鈴
木

國
子

氏
（
写
真
・
左
）

団
体

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

女
性
部
会
野
木
支
部

会
長

諏
訪

洋
子

氏

（
写
真
・
右
）

人

権

標

語

思
い
や
り
の

花
を
さ
か
そ
う

種
を
ま
く
の
は

私
た
ち

野
木
小
学
校

野
仲

の

な

か

深
月

み

づ

き

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２４

１月２２日 町長室にて

トピックス ～町の話題・投稿～

２０13.１.20 第41回野木町駅伝大会
中学男子/一般男子/壮年男子・・・16.1㎞

小学男子/小学女子/中学女子/一般女子・・・10.9㎞
優勝チーム
＜男子＞
小学生の部・・・赤小００１ ０：４３：０３
中学生の部・・・野木中陸上部ワイルド ０：５５：４０
一般の部 ・・・友志会A １：00：２２
壮年の部 ・・・野木ＲＣ １：０７：4４
＜女子＞
小学生の部・・・赤小００５ ０：４７：４９
中学生の部・・・野木二中バスケ部 ０：4４：５９
一般の部 ・・・野木バスケットクラブ女子 ０：5５：0７
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【
地
域
学
習
か
ら
】

六
年

海
老
沼

え

び

ぬ

ま

真
衣

ま

い

野
木
小
の
と
な
り
に
は
、
野
木

神
社
の
参
道
が
あ
り
、
大
き
な
木

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
秋
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の

葉
っ
ぱ
が
落
ち
ま
す
。
み
ん
な

で
落
ち
葉
は
き
を
一
生
懸
命
に

や
り
ま
し
た
。
地
域
の
た
め
に

役
立
つ
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

六
年

川
島

か
わ
し
ま

一
夏

い

ち

か

学
校
の
と
な
り
に
は
、
野
木
神

社
が
あ
り
、
春
に
は
桜
が
咲
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
図
工
の
時
間
に
桜

と
野
木
神
社
の
写
生
を
し
ま
し
た
。

桜
は
初
め
て
か
く
の
で
と
て
も
難

し
か
っ
た
で
す
が
、
先
生
に
こ
つ

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
か
き
ま

し
た
。
歴
史
や
自
然
を
感
じ
る
絵

に
な
り
ま
し
た
。

六
年

渡
邉

わ
た
な
べ

杏
奈

あ

ん

な

私
た
ち
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。

私
は
、
野
木
神
社
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
坂
上
田
村
麻
呂
や

乃
木
希
典
な
ど
の
歴
史
人
物
と

の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
こ
れ
か
ら
も
野
木
神
社
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

七
時
ご
ろ
に
光
り
始
め
て
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
ぼ
く
は
夏
休
み
の
自

由
研
究
で
も
、
水
辺
の
楽
校
の
自
然

を
観
察
し
ま
し
た
。

五
年

佐
山

さ

や

ま

唯
香

ゆ

い

か

わ
た
し
た
ち
は
、
水
辺
の
楽
校

の
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
作
り
を
し
ま

し
た
。「
ホ
タ
ル
を
持
ち
帰
ら
な

い
で
」「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
」
な

ど
の
言
葉
を
書
い
て
、
通
路
に
け

い
示
し
ま
し
た
。
水
辺
の
楽
校
に

来
る
人
に
は
、
そ
れ
を
実
せ
ん
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

五
年

山
口

や
ま
ぐ
ち

飛
馬

あ

す

ま

水
辺
の
楽
校
で
、
生
き
物
班
と

植
物
班
に
分
か
れ
て
観
察
を
し
ま

し
た
。
カ
マ
キ
リ
の
卵
や
ミ
ノ
ム

シ
、
ヘ
ビ
の
ぬ
け
が
ら
、
動
物
の

足
あ
と
な
ど
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
教
わ
り

な
が
ら
、
冬
を
こ
え
る
た
め
の
虫

た
ち
の
工
夫
を
学
び
ま
し
た
。

ど
り
ま
し
た
。
練
習
か
ら
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
本
番
で
は
お
け
し
ょ

う
を
し
て
着
物
を
着
ま
し
た
。
ぼ

う
と
す
ず
を
持
っ
て
や
り
ま
し
た
。

特
に
、
足
を
す
べ
ら
せ
る
と
こ
ろ

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
人
が
た
く

さ
ん
い
て
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

【
人
に
や
さ
し
い
こ
と
っ
て
】

四
年

湯
浅

ゆ

あ

さ

尋
翔

ひ

ろ

と

こ
も
れ
び
の
舎
に
は
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

み
ん
な
車
い
す
に
乗
っ
て
い
て
も

と
て
も
元
気
で
、
ぼ
く
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
く
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
あ
の
時
の
み
な
さ
ん
の

笑
顔
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

四
年

岸
野

き

し

の

美
来

み

ら

い

こ
も
れ
び
の
舎
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
、
い
っ
た
ん
も
め

ん
ゲ
ー
ム
や
フ
リ
フ
リ
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た

り
し
て
交
流
し
ま
し
た
。
と
て
も

よ
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

【
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
】

五
年

渡
辺

わ
た
な
べ

光
太

こ

う

た

水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部
の
方

と
い
っ
し
ょ
に
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を

放
流
し
ま
し
た
。
六
月
の
ホ
タ
ル
か

ん
賞
会
が
す
ご
く
楽
し
み
で
し
た
。

て
、
き
れ
い
に
作
れ
ま
し
た
。

【
町
た
ん
け
ん
】

二
年

島
田

あ
み

し

ま

だ

生
活
科
で
、
町
た
ん
け
ん
に
行

き
ま
し
た
。
お
ざ
わ
せ
い
ふ
ん
さ

ん
は
、
こ
な
の
い
い
に
お
い
が
し

ま
し
た
。
お
か
し
や
さ
ん
の
こ
な

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
ょ
年
、

学
校
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
ナ
カ
ダ
さ

ん
で
は
、
に
も
つ
を
は
こ
ぶ
の
り

も
の
に
の
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
ば
た
と
こ
や
さ
ん
は
、
か
み
を

切
っ
た
あ
と
、
ひ
げ
を
そ
っ
て
し

あ
げ
る
こ
と
や
、
は
さ
み
の
し
ゅ

る
い
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ち
い
き
の
人
と
た
く
さ
ん

ふ
れ
合
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

【
地
域
の
祭
り
】

三
年

辻
田

つ

じ

た

翼
わ
た
る

ぼ
く
は
、
毎
年
ち
ょ
う
ち
ん
も

み
を
し
ま
す
。
今
年
は
、
火
を
つ

け
る
人
に
こ
つ
を
教
え
て
も
ら
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
火
を
消
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
つ
は
、
で
き

る
だ
け
ち
ょ
う
ち
ん
を
高
く
し
て

相
手
の
ち
ょ
う
ち
ん
に
ぶ
つ
け
る

こ
と
で
す
。
来
年
は
友
だ
ち
に
も

教
え
て
あ
げ
た
い
で
す

三
年

佐
藤

さ

と

う

梨
々
愛

り

り

あ

わ
た
し
は
、
五
行
の
ま
い
を
お

○
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

地
域
の
方
々
や
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
か

ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

【
野
木
小
っ
子
祭
り
】

一
年

う
ち
田

あ
り
さ

だ

わ
た
し
は
、
の
木
小
っ
子
ま
つ
り

で
く
み
ひ
も
を
お
そ
わ
り
ま
し
た
。

だ
い
を
つ
か
っ
て
、
ひ
も
を
あ
む

や
り
か
た
を
や
さ
し
く
お
し
え
て

く
れ
た
の
で
じ
ょ
う
ず
に
で
き
ま

し
た
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

一
年

山
ざ
き

み
り
ゅ
う

や
ま

ぼ
く
は
、
は
が
き
を
つ
く
り
ま
し

た
。
せ
ん
せ
い
が
「
じ
ょ
う
ず
だ

ね
。」
と
い
っ
て
く
れ
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ア
イ
ロ
ン
は
五
年

生
の
お
に
い
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
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野木町煉瓦窯を
　　　未来に残すために！



平
成

年
３
月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
９
８
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）
４
１
３
４

２５

５７

創
立
年
紀
は
不
詳
だ
が
口
碑
に
よ
る
と
、

天
喜
元
年
陸
奥
守
源
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍

に
任
命
さ
れ
、
そ
の
子
八
幡
太
郎
義
家
を

伴
い
、
奥
州
の
安
部
頼
時
、
貞
任
父
子
討

伐
の
と
き
、
当
社
を
勧
請
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
昔
は
、
小
祠
で
あ
っ
た
も
の
を
、

後
年
に
い
た
り
当
社
拝
殿
ま
で
新
た
に
造

営
し
、
日
光
道
中
略
記
に
は
「
日
光
御
参

詣
の
と
き
は
、
社
辺
に
御
輿
を
と
ど
め
さ

せ
ら
る
る
事
旧
例
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の

地
よ
り
筑
波
山
が
正
面
に
見
え
、
現
在
の

若
林
、
丸
林
、
潤
島
地
区
の
遠
樹
、
遥
林

一
目
に
見
え
て
景
色
の
よ
い
こ
と
も
あ
っ

て
日
光
社
参
の
と
き
に
は
、
必
ず
将
軍
の

小
休
す
る
所
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
最

近
氏
子
の
協
力
に
よ
り
後
世
に
残
す
た
め

神
社
改
修
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
境
内
に

は
町
の
文
化
財
や
名
木

選
に
指
定
さ
れ

６５

て
い
る
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
そ
び
え
て
い
る
。

広報 のぎ

࿻
ઔ
ส
ฦ
૰
২

・
コ
ン
テ
ナ
の
利
用
は
適
正
か

…
…

・
３
昏

９４

そ
の
他
意
見

・
生
ご
み
袋
の
水
漏
れ
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
出
し
て
い
る

・
可
燃
物
置
き
場
に
粗
大
ご
み
が
置
か
れ
て
い
る

・
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る

・
資
源
物
置
き
場
に
不
燃
物
が
置
か
れ
て
い
る

・
コ
ン
テ
ナ
の
数
が
少
な
い

・
雑
誌
な
ど
資
源
物
が
雨
で
ぬ
れ
て
い
る

な
ど

ご
み
は
、
日
常
生
活
の
中
で
毎
日
の

よ
う
に
出
ま
す
。
ご
み
は
、
分
別
し
決

め
ら
れ
た
日
、
時
間
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
も
し
て

い
た
だ
き
、
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
願

い
ま
す
。
ご
み
を
出
す
方
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
構
え
が
集
積
所
の
美
化
に

つ
な
が
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上
、
資

源
の
無
駄
を
無
く
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

☆
資
源
ご
み
の
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
お
願
い
）

雨
の
日
は
古
紙
・
古
布
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
い
れ
て

現
在
、
古
紙
・
古
布
は
ヒ
モ
で
十
字

に
し
ば
っ
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
分
け
て
い
た
だ
い
た

資
源
も
雨
に
濡
れ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

雨
の
降
っ
て
い
る
日
や
雨
の
降
り
そ

う
な
日
は
、
古
紙
・
古
布
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

雲
町
環
境
委
員

地
域
の
環
境
衛
生
活
動
を
通
し
て
公
衆
衛
生
の
向
上
に

住
民
の
自
主
的
な
地
区
環
境
活
動

の
推
進
を
図
り
、
ま
た
、
町
の
環
境
衛

生
事
業
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

住
み
よ
い
町
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
委
員
は
各

区
の
区
長
さ
ん
の
推
薦
に
よ
り
、
現
在

名
の
方
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

３６
具
体
的
に
は
、
各
地
区
の
環
境
衛
生

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
役
割
と

と
も
に
、
不
法
投
棄
一
斉
監
視
事
業
へ

の
参
加
７
月
、

月
の
生
ご
み
分
別
排

１０

出
調
査
並
び
に
資
源
物
調
査
、
分
別
排

出
の
励
行
指
導
、
ご
み
処
理
な
ど
の
研

修
会
参
加
、
ご
み
集
積
所
の
相
談
な
ど

公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
ご
み
分
別
排
出
調
査
並
び
に
資
源

物
調
査
（
７
月

月
調
査
・
主
な
も
の
）

１０

・
指
定
の
生
ご
み
袋
を
使
用
し
て
い
る
か

…
…

・
７
昏

９６

・
口
ひ
も
に
麻
ひ
も
を
使
用
し
て
い
る
か

…
…

・
２
昏

７８

・
古
紙
、
古
布
は
紐
で
十
字
に
縛
っ
て
あ
る
か

…
…

・
４
昏

９０

・
コ
ン
テ
ナ
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
出
し
て
入
っ
て
い
る
か

…
…

・
２
昏

９１

花
で
ふ
れ
あ
お
う

野
木
町
は
町
制
施
行

周
年
を
祝
い
、
新
た

５０

な
旅
立
ち
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
花
咲
か

せ
隊
」
で
は
、
町
の
記
念
事
業
と
合
わ
せ
て
出
来

る
だ
け
多
く
の
方
々
と
花
を
通
し
た
協
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

花
は
世
話
す
る
人
の
心
を
反
映
し
て
綺
麗
に

装
い
ま
す
。
花
や
縁
で
地
域
の
輪
が
生
ま
れ
、

町
が
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
事
を
夢
見
て
、

町
の
花
壇
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
花
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
が
、
よ
り
広
く
町
中
に
浸
透
し

て
い
く
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
た
く
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

きらり館の葉ボタン

花
咲
か
せ
隊

駅前花壇の作業風景


